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電子メールやチャット、掲示板、ネットニュ

ースなどインターネットにはさまざまなコミ

ュニケーション手段がある。それらの中で

もっとも利用されているのはなんと言って

も電子メールだろう。メーリングリストは、

その電子メールを利用して複数の人と簡

単に情報交換のできるサービスだ。メーリ

ングリストというと、テーマに沿った情報交

換をする場所と思いがちだが、飲み会や同

好会、クラブ活動、サークル活動などグル

ープの連絡に利用することもできる。それ

ならば、もっとパーソナルなメーリングリス

トを自分たちで作ってみてはどうだろうか。

インターネットマガジン編集部

サークル活動から

飲み会のお知らせまで

仕組みがわかれば仲
間
で
作
ろ
う
！

メーリングリストの仕組み

メーリングリストとは、あらかじめ参加してい

る人同士がメールを利用して情報を交換できる

サービスだ。メーリングリストの最大の特徴は、

この複数の人でメールを使って簡単に情報を共

有できるという点にある。

通常、複数の相手に同じ内容のメールを送っ

て情報を共有しようとする場合、送り主は情報

を共有したい相手全員に同じメールを送信しな

ければならず、人数が増えれば増えるほど面倒

となる。また、メールを受け取った相手が送ら

れてきたメールに対して返信をすると、メールは

送り主にのみ返信されてしまい、そのメールの情

報は共有されない（図1）。

メーリングリストでは、参加者のメールアドレ

スはメーリングリストサーバーに登録されており、

参加者がメーリングリスト宛にメールを送信す
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通常のメールを複数の相手に送信する場合

メーリングリストの場合

Yahoo!で「メーリングリスト」と検索すると、ジャ
ンル別に数多くのメーリングリストが表示される。

1、Aはメーリングリストのメールアドレスにメールを送信する。 3、送られてきたメールに対して返信をするとメーリング
リストの参加者すべてにメールが配信される。

2、Aを含むメーリングリストの参加者（A、B、C、D、
E）すべてにメールが配信される。

図1

画面1

図2

応用もできる。
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1、Aはメールを送りたい相手（B、C、D、E）のメー
ルアドレスにそれぞれメールを送信しなければならな
い（複数のメールアドレスを記入する必要がある）。

2、送られてきたメールに対して返信をするとAにの
みメールが送信され、B、C、Dにはメールが送信さ
れない（全員に返信をする必要がある）。

るとそのメーリングリストに参加している人すべ

てにメールが配信される仕組みになっている。そ

のため、メールの発信者はメーリングリストに参

加している人のメールアドレスを覚えていなくて

も全員にメールを送ることができる。新規にメ

ーリングリストに参加した人やメーリングリスト

から脱退した人、メールアドレスを変更した人

などがいてもメーリングリストサーバーに登録さ

れている情報を修正するだけで済むために、メ

ールを送信する人は参加者の変更などを気にす

る必要がない。また、送られてきたメールに対

して返信をすると、宛先はメーリングリストとな

り、返信のメールも全員に配信されるため、簡

単に参加者同士で情報を共有できる（図2）。

これは、メーリングリスト宛にメールを送信する

と、メーリングリストサーバーは送られてきたメ

ールのヘッダーをメーリングリスト宛に返信され

るように書き換えてからメーリングリストの参加

者に配信しているからだ。ほかにも、メーリング

リストサーバーでは、送られてきたメールのサブ

ジェクトにメーリングリスト名や連番を付け加え

たりしている。これは、どのメーリングリストか

ら送られてきた何通目のメールかをわかりやすく

するためだ。

メーリングリストはメールを活用したコミュニ

ケーションなので、特別なアプリケーションを必

要としない。そのため、参加者はどのようなプ

ラットフォームを利用していても問題なく、電子

メールソフトさえあれば簡単に参加できるという

のも利点だろう。

「仲間で使う」が新しい
メーリングリストには、ほんの数人の小さなも

のから何千もの人が参加している大規模なもの

まであり、そこでは共通の趣味や話題を持った

人たちが集まって議論や情報交換が行われてい

る。交わされるメールの数もメーリングリストに

よってさまざまで、活発なメーリングリストでは

1日に数百通ものメールがやり取りされている。

メーリングリストがどのようなものであるのかは、

実際に参加してみると一番わかりやすいだろう。

メーリングリストは参加するものだと思いがち

だが、自分でメーリングリストを開設して、OB

会や飲み会、同好会、クラブ活動、サークル活

動など、自分の参加しているグループの連絡手

段として利用することもできる。メーリングリス

トは、電話のように一対一のコミュニケーショ

ンではなく、手紙のような情報が発信者側から

送られてくるだけの一方通行の連絡手段でもな

い。すべての参加者が情報を発信できる双方向

のコミュニケーションメディアなので、グループ

の連絡手段としては最適と言えるだろう。今後

ますますインターネットが普及し、メールアドレ

スを持っている人が増えてくると、今まで電話

や手紙などを利用していたそれらのグループの連

絡手段が、すべてメーリングリストに置き換わ

るといった時代がやってくるかもしれない。

メーリングリスト開設サービスを使って、親しい

仲間で利用するメーリングリストを作ってみよう。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



256 INTERNET magazine 1999/7

仲間で作ろう！

安く、簡単にメーリングリストを作りたい

これらの無料メーリングリストサービスのなかには、会員の募集を一時的に休止しているところもある。個々のサービスにおけるメーリングリストの開設条件など詳しい情報に関しては、ホームページにアクセス
して確認してほしい。

サービス会社名 URL 初期費用 利用料金 参加人数 備　考
TAMインターネットサービス http://ml.tam.ne.jp/ 無料 無料 500 メールサイズ20Kバイトまで
KNOWLEDGE DIRECT http://kd.iws.ne.jp/ 無料 無料 30 有料サービスもあり
List.Net http://www.list.ne.jp/ 無料 無料 － －
COSMO21-NET http://www.cosmo21.net/ 無料 無料 500 メールサイズ20Kバイトまで
FREE ML http://www.ml.nnf.ne.jp/ 無料 無料 － メールサイズ40Kバイトまで
Rave Communications http://www.rave.ne.jp/ 無料 無料 無制限 メールサイズ20Kバイトまで
Digital Network Service http://www.dns-ml.co.jp/ 630円 無料 1500 初回に開設料として630円が必要
ココデ・メール http://mail.cocode.ne.jp/ 無料 無料 － －

無料で利用できる主なメーリングリストサービス一覧

サービス会社名 URL 初期費用 利用料金 参加人数 備　考
4649.ねっと http://4649.net/ 無料 3,600円／3か月 － 過去メール閲覧可能
さくらインターネット http://www.sakura.ad.jp/ 無料 2,000円／半年 無制限 過去メール閲覧可能
cup.com http://www.cup.com/ 5,250円 5,250円／半年 500 ホームページで過去メール閲覧可能
サークルネット http://www.circle.ne.jp/ 5,000円 500円／1か月 500 ホームページで過去メール閲覧可能
Universal DomeinNetwork http://www.udn.ne.jp/ 1,000円 2,000円／年 50 オプションで過去メール閲覧可能
CLALA ONLINE http://www.clara.co.jp/ 5,000円 10,000円／年 500 過去メール閲覧可能
Air Internet Service http://www.air.ne.jp/ 2,000円 1,000円／月 1000 過去メール閲覧可能
IIJ Media Communications http://www.iij-mc.co.jp/ 5,000円 10,000円／年 1000 ホームページで過去メール閲覧可能
nmrpro.net http://www.nmrpro.net/ 1,000円 500円／月 － －

主な有料メーリングリストサービス一覧

この表に掲載したものはそれぞれ最小規模のコースを選択した場合。これ以外にも料金体系があるメーリングリストサービスもあるので、詳しくはホームページにアクセスして確認してほしい。

メーリングリストの開設は
難しくない

メーリングリストを開設するには、メーリング

リストサーバーを設置しなければならず、ダイア

ルアップ接続ではできないと思ってしまうかもし

れないが、プロバイダーが提供するメーリングリ

ストサービスを利用すればダイアルアップユーザ

ーでもメーリングリストを開設できる。加入し

ているプロバイダーがメーリングリスト開設サー

ビスを行っているかどうかを調べてみて、サービ

スを行っているならば、それに申し込むのが一

番簡単だろう。プロバイダーがメーリングリスト

開設サービスを行っていない場合は、メーリン

グリストの開設サービスだけを利用できるプロバ

イダーを使えばいいだろう。また、無料でメー

リングリストが開設できるサービスを提供してい

るところもあるので、それらを利用すればすぐに

メーリングリストを開設ことができる（表1）。

無料でメーリングリストが開設できるサービスは

広告収入によって運営されているため、メール

の本文に数行の広告が入ったり、メーリングリ

ストのメンバー宛にダイレクトメールが届いたり

するが、それが特に気にならないならば便利な

サービスだ（画面2）。ただし、無料メーリング

リストサービスは広告収入で営業している関係

上、開設できるのは誰もが自由に参加できるオ

ープンなメーリングリストのみといった制限があ

るところが多く、限られたメンバーだけのクロー

ズドなパーソナルメーリングリストは開設できな

いことがある。

メーリングリストサービスは、参加できる人数

や1日に配送できるメールの数、メールを保存で

きる容量、サポート体制などによって料金はさ

まざまなので、目的や規模に応じて最適なサー

ビスを提供しているプロバイダーに申し込もう。

また、メーリングリストを運用する前に、どのよ

うなサービスを提供しているかを試用期間を設

けて体験できるところもあるので、実際に利用

してみて使いやすいメーリングリストを選ぶのも

いいだろう。

メーリングリストの開設申し込みは、ホーム

ページからオンラインで申し込みができるものが

ほとんどで、開設者（管理者）の連絡先や開設

したいメーリングリスト名、料金の支払方法な

どを登録するだけですぐに利用できる。メーリン

グリストサービスを利用すれば、面倒なサーバー

管理などの専門知識は必要ない。

しかし、メーリングリストの管理者は、メー

リングリストの参加メンバーの面倒を見なければ

ならないので、メンバーを募集する前にメーリン

グリストを管理するための使い方を覚える必要

がある。メーリングリストはメールを投稿するた

めのメールアドレスと、メーリングリストを管理

するコマンドを送信するための管理用メールアド

レスの2つがあり、管理用のメールアドレスにコ

マンドを記入したメールを送ることによって、メ

ンバーの参加や脱退の処理、参加メンバーの一

覧リストなどを取り寄せることができる。

表1

表2
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は、非公開の設定ができるかどうかを確認する

必要がある。

2管理や操作は簡単か

通常、メーリングリストの管理をする場合、

メーリングリストサーバーにコマンドを書いたメ

ールを送って操作しなければならないが、ホーム

ページから設定を変更したり管理したりできる

サービスを提供しているところもある。メーリン

グリストの管理に慣れていない場合は、そのよ

うなサービスを提供しているところを選択すると

いいだろう。また、メーリングリストに参加する

ユーザーの多くが初心者で、メーリングリストに

慣れていないといった場合にも、ホームページか

ら簡単に参加や脱退ができるサービスを利用す

るのがいいだろう（画面3、4）。

3参加人数やメールの流通量

メーリングリストサービスによって、メーリン

グリストに参加できる最大人数はさまざまだ。通

常、人数制限はゆとりをもって設定されている。

ほとんどの場合は問題にならないだろうが、大規

模なメーリングリストを運営しようとする場合に

は注意が必要だ。また、メールのサイズや1日に

配信できるメールの数に制限があったり、添付

ファイルを禁止していたりするメーリングリスト

サービスもある。広く公開するメーリングリスト

ならば、添付ファイルやHTMLメールなどは利

用しないだろうが、仲間内で利用するメーリン

グリストでは、メールにファイルを添付して送信

したり、HTMLメールを送ったりしたい場合も
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あるだろう。メーリングリストの参加人数ややり

取りするメールの量を考慮してメーリングリスト

サービスを選択しよう。

4過去のメールを保存できるか

メーリングリストサービスのなかには、過去の

メールをメーリングリストサーバーが保存してお

り、途中から参加したユーザーなどがそれまでに

メーリングリストで行われた発言を取り寄せられ

るところもある。また、サーバーで保存している

メールをホームページから参照できるサービスを

行っているところもある。これらのサービスが必

要かどうかも考慮する必要があるだろう。なお、

無料のメーリングリストサービスにはこの機能が

ないものが多い（画面5）。

5料金

メーリングリストの利用料金は参加できる人

数やサーバーがメールを保存できる容量、付加

サービスなどによって無料のものから高価なもの

までさまざまだ。当然ながら、大規模で高機能

なメーリングリストサービスほど料金は高い。必

要な機能と参加できる人数、そして自分の財布

と相談して納得できる料金のサービスを選択し

よう。

とにかく費用を安く上げたい場合には、無料

のサービスを利用するのが一番だが、無料のサ

ービスでは、メールに広告が入ったり、参加者

にダイレクトメールが送られてきたりする。その

点が気にならないようであれば無料のサービスを

利用するのもいいだろう。

メーリングリストの設定ファイルの例。このファイル
をエディターなどで書き換え、メーリングリストサーバ
ーに送ってメーリングリストの設定を行う。

無料のメーリングリストサービスでは、メールの本文
に上のような広告が入るものが多い。

ホームページでメーリングリストの設定ができるサービ
スの例。設定ファイルを書き換えるよりも簡単で、設
定した内容がわかりやすい。 ホームページから過去のメールが参照できるメーリン

グリストサービスもある。

目的に合ったメーリング
リストサービスを選ぼう

メーリングリストの開設サービスを行っている

プロバイダーは多いが、会社によって料金もサ

ービス内容もまちまちだ。メーリングリストを開

設する際には、次の点に注意して、目的に合っ

た最良のメーリングリストサービスを選択しよ

う。

1メーリングリストの用途

メーリングリストサービスを選ぶうえで、まず

初めに考えなくてはならないのは、そのメーリン

グリストの用途だ。誰もが参加できる公開型の

メーリングリストなのか、仲間内だけの非公開

のメーリングリストなのかによって選択するサー

ビスが変わってくる。例えば、無料のメーリン

グリストサービスの多くは広告収入によって運営

されているため、誰でも参加できるオープンなメ

ーリングリストしか運営できないことが多い。仲

間内だけのメーリングリストを作りたい場合に

画面2

画面3
画面4

画面5
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ナレッジダイレクトで無料メーリングリストを開設
するには、ホームページ（http://kd.iws.ne.jp/）

にアクセスして会員登録（無料）をする必要がある。

会員登録には氏名や住所、メールアドレスなどの
個人情報を提供する必要があるので、会員規約

をよく読んで納得できたら会員になろう。

会員登録が完了すると、入力したメールアドレス
に確認のメールが届く。その後、ホームページに

戻って「メーリングリスト」を選択する。

メーリングリスト利用規約をよく読んでから、「開
設」ボタンをクリックして、新規にメーリングリ

ストを開設する。

開設したいメーリングリスト名やメーリングリスト
のアドレスを入力して、「開設」ボタンをクリック

する。以上でメーリングリストの開設は終了だ。すぐにメ
ーリングリストを利用できる。

メンバーの登録
メンバーの登録や削除はメーリングリストを開設した管理
者のみが設定できる。

ナレッジダイレクトのメーリングリストは、メンバーの登
録や削除、設定などをすべてホームページから設定をす
る。

オプション管理
メーリングリストの参加者以外の人からのメールの投稿を
受け付けるかどうかを設定できる。パーソナルメーリング
リストにするなら「受け付けない」を設定しておこう。

仲間で作ろう！

メーリングリストを開設してみよう

●メーリングリストの開設

●メーリングリストの設定・管理

1 2

富士通ビジネスシステムが提供している「ナレ

ッジダイレクト」では、無料でメーリングリスト

を開設できるサービスを行っている。無料のメ

ーリングリストサービスとしては珍しく、仲間内

だけの非公開メーリングリストを開設することも

できる。ただし、1つのメーリングリストに参加

できる人数は30人までとなっている。メーリン

グリストを開設するにはナレッジダイレクトの会

員となる必要があり、メーリングリストのメッセ

ージの本文にはナレッジダイレクトからのお知ら

せが入る。それらが特に気にならなければ、開

設が簡単でおすすめの無料メーリングリストサー

ビスだ。

ナレッジダイレクト

3 4 5
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サービス情報変更ページ
通常のメーリングリストサービスでは、設定を
変更する場合、コマンドを書いたメールをメ
ーリングリストサーバーに送らなければならな
いので面倒だが、Cup.comではサービス情報
変更ページから設定が変更できるようになっ
ている。

メールアドレスの追加削除
メーリングリストの管理者を設定したり、メ
ンバーの追加や削除ができる。まず管理者を
設定しよう。

MLWeb表示設定変更
メーリングリストに投稿された過去のメールを
ホームページで参照したい場合に設定をする。

ML動作設定変更
メーリングリストを運営するうえで一番重要
な、メンバーの登録方法やメールを投稿でき
る人の設定などがいつでも簡単に変更できる
ようになっている。

料金体系により2種類のコースがある
ので、利用したいコースを選択しよう。

氏名やメールアドレス、住所などを記
入し、「申し込み」ボタンをクリック

するだけで申し込みは完了だ。

申し込み後は、「サービスの設定照会
や変更を行う」のボタンをクリックし

て、メーリングリストの設定をしよう。

「アカウントの新規登録を行う」の欄
に希望のメーリングリストのアドレス

を入力しよう。あとは、「サービス情報変更ペ
ージ」で利用しやすいように設定を変更すれ
ば準備は完了だ。

Cup.com（http://www.cup.com/）では、ホー
ムページから申し込んですぐにメーリングリス

トが開設できる。まず、トップページから「メーリン
グリスト作成サービス」を選択しよう。

メーリングリストの機能や利用料金が表示さ
れるので、確認の後、ページの最後にある

「オンライン登録フォーム」をクリックする。

●メーリングリストの設定・管理

●メーリングリスト開設手順

1 2

3 4 5 6

ホプムンインターネットの運営するCup.com

（http://www.cup.com/）ではメーリングリスト

やパーソナルメールアドレスなど、メールに特化

した各種のサービスを提供している。Cup.com

でメーリングリストを開設するには、初期費用の

5250円と年間利用料の5250円がかかるため、

多少高いと感じる人もいるかもしれない。しかし、

ホームページからメーリングリストの設定ができ

たり、過去に投稿されたメールがホームページで

参照できたりと、機能が豊富で管理しやすい。と

にかく簡単に、高機能なメーリングリストを開設

したいといった人におすすめのサービスだ。

ホプムンインターネット
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